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はじめに

岡山県自然保護センター（以降，センターと称

す）では里山をテーマとして様々な取り組みを

行っている．平成8年度にシルバー人材センター

の力をかり，当時炭焼き窯作りの経験があった

方々に依頼して炭窯を作った．平成8年度から平

成27年度にかけては炭を作る炭焼き体験を行って

いた． しかし，平成28年度から令和3年度までは

炭焼き窯の老朽化や人材不足により炭焼きを実施

していなかった．令和4年度になり，ボランティ

アからの要望があって炭焼き小屋をメンテナン

スし，炭焼きを行った（藤田， 2022). 結果と

して炭はできたものの，窯のハチから煙の抜け

るところがあるなど，窯を今後使用するには不

安があったため，伝統工芸木炭技術保存会に指

導を仰ぎ，窯を作り直すこととした．センター

では，センター棟からピクニック広場にかけて

常緑広葉樹の高木林が広がっており森としての

多様性が失われている状況である． 2020年，

2021年と間伐をしており，多様な環境づくりを

実施している（藤田・難波， 2021). 間伐した

材については里山の循環社会を体現すべく炭焼

きを行い燃料として活かすことで常緑広葉樹の

高木林の解消を行い多様な環境を作るとともに

里山管理を実践することを H的とする．炭焼き

窯を直すことはセンターの維持管理の上で必要な

要素であると考える．
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炭焼きの実施

令和4年度より炭焼きをセンターで存続させる

ためにボランティア有志の方が集まり，炭焼きプ

ロジェクトとして炭焼き小屋の修復及び炭焼きを

実施した（写真1).令和5年度になり，炭焼きの

専門家である伝統工芸木炭技術保存会に炭焼き窯

自体の修復が必要との助言を得て炭焼き窯を修復

することとした．

0センターの炭焼き窯の寸法

センターの炭焼き窯の形状は上から見ると円形

である．大きさについては，奥行き 136cm, 横

幅140cm, 高さ106cmとなっており，床は煙突

のある奥に向かって勾配がついている．焚口は横

幅43cm,奥行き45cmである． （図1参照）

0炭焼き窯修復の手順

炭焼き窯を修復するにあたり，既存の炭焼き窯

のハチを落とし，窯内部に木を甲状に詰めた後，

席をかけて土を盛り，叩いて締める．その後に窯

を焼いてハチを乾燥させる必要がある．手順とし

ては以下の通りであった．

1.木材の切り出し

2.古い窯のハチ崩し及び土の掻きだし

3. 木立て

4. 士作り

5. 甲掛け

6.焚口の設置

7.火入れ乾燥
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8. 本焼き

9. 屋根の設置

当研究報告では自然保護センターで行ったその

過程を記録する．

0間伐及び玉切り，焚物作り

高木になってしまったセンター棟からピクニッ

ク広場にかけて広がるシイ，カシ類の常緑広葉樹

林の間伐を9月7日， 10月5日に行い，一窯分用意

した．木は長さ1.2m程度，直径5-10cm程のも

のを100本，直径10-20cm程のものを100本程度

用意したまた窯のハチを焼くための焚物作りも

行った（写真2).

0窯のハチ落としと土の掻きだし

古くなった窯のハチは薄いところで厚さが

2cm程度しかなく，その部分に穴が開いていた

（写貞3). 修復するにあたり， 9月17日にカケヤ

を使って叩いてハチを壊し，窯の壁面の上まで崩

し，壁面上の縁部分には士が残らないようにした

（写真4). 崩した士はハチとして利用して焼け

ていたため窯から掻きだして再利用はしなかった．

炭焼き窯の内部を確認したところ，陪面に異常は

なかった．

0木立て及び甲掛け

10月9日， 118に窯の内部に煙突のある奥から

順番に木を立てて並べていった．並べていく順番

として，直径が10-20cmのものを焚口まで一杯

になるように並べた．この際に元口（根元の切り

口）を上にして立て掛けた．その後，直径5-

10 cm程度のものを太い木の隙間を埋めるように

して入れていき，並べた木の隙間が無いようにし

た（写真5).

窯のハチは甲状に作るため，木を甲状に積む必

要がある．そのため，並べた木の高さを窯の壁面

の高さまでチェーンソーで切断し中央が若干高く

なるように切り口を揃え（写真6)' その上に焚

口から排煙口の方向絵にカーブしている太い木を

中央に置き，左右に同じようにカーブしている木

材を並べた．中央から外側になるほど細い木を置

くことで甲状になるようにしたまた上面が甲状

になるようにチェーンソーで切り揃えた（写真

7). その後，直径5cm以下の細く短い木の片方

を斜めに切り落とし杭状になったものを甲状に
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なるように隙間を埋めて置くことで形を整えた

（写真8).

0士作り

10月11日，窯を修復するにあたり使う土はセン

ターで取れた真砂土（写真9) とボランティアで

ある瀧本得幸氏宅(34° 48'42.0" N 134° 04'56.8" E) 

で採れた粘土（写真10) を2対l程度の比率で混ぜ，

少量の水を加えて作った．センターの土は西部技

術コンサルタント株式会社が作成した岡山県地質

図によれば中粒花岡岩類の土である．瀧本氏宅の

粘土は同地質図によれば吉備層群山砂利層である

が，粘土質の土であり，地域周辺には超丹波層郡

の粘板岩由来の粘土が点在するため今回の窯修復

に使用した土はそれらの粘土であると考える．

0焚口の修復

10月11日，焚口の側面において一部修復する必

要があった．側面の一部に空洞があり，一度取り

除き，粘士をたたきつけるようにして塗り補修し

たまた，焚口の天板を新しいものに変えた（写

真11, 12). 

0甲掛け

10月15日，甲状に積まれた木の上に藁でできた

席をかけ（写真13), その上に士を被せ叩き締め

ていった．叩き締める際にはカケヤを使い，均等

に叩いた．土を被せては叩き，土を被せては叩き

を繰り返し，土が締まった状態で厚さが20cm以

上になるようにハチを作った（写真14). 仕上げ

として専用の叩く道具（写真15)でハチを叩き，

表面に綺麗なツヤがでる程度に叩き締めた．

0火人れ乾燥

甲掛けが終わったら焚口を粘土とレンガで塞ぎ，

焚口で火を焚いて外から熱してハチを乾燥させて

いく（写真16). 乾燥は徐々に行うため， 11月

22, 23, 26, 27 Bの4日間で各H5時間かけて行っ

た 1HHは焚口を塞いでいたが， 2HHは焚口の

上部のレンガを1段分外し，窯の中に熱が入る様

にした． 3H目は焚口上部のレンガを2段分外し，

4日日は3段分外して熱をより窯の中に入る様にし

た（写真17). ハチが3分の1程度乾燥したところ

で火入れを終了し，ハチを焼いて固める本焼き

に移ることとした．

藤田拓矢

0本焼き

12月23, 248にかけて窯内部の木を燃やしハチ

を焼き固めることとした．焚き込み口の窯内部に

燃えやすい小枝等を詰め，レンガと粘土で壁を作

り，焚き付け投人口を上部に開け，空気口を下部

に3カ所開けた（写真17). 投入口から火をつけ，

空気口からは風が入るように扇風機で送風をし，

内部の温度を上げていった．煙突口からの煙の温

度を測り（写真18), 83℃になった際，窯内部の

木が自発炭化をしていくので投入口を閉める． 23

日中には煙の温度が79℃までしか上がらず， 24

日の14時30分頃に煙の温度が83℃になったため，

投入口をレンガと粘土で閉じたその後，煙の

色を確認し，翌 825日の8時30分頃に煙の色が透

明になったため（写真19), 空気口を先に塞ぎ

その後煙突口を塞ぎ，内部の木を蒸し焼きにし

た．今回の炭窯づくりにおいてはハチが焼き固

まれば良いため炭を作る必要がないが，炭焼き

の行程で窯のハチを焼き固めることとした．

0屋根作り

12月23, 24日と本焼きを行うのに合わせて屋根

作りも行った．昨年度に屋根のトタンを貼りなお

したが，炭焼き窯の修復に合わせて屋根も立て直

すこととした屋根の支柱は根本を焼いて炭化さ

せ腐りにくくした上で地中に埋めて固定した．屋

根はトタン屋根とし，傾斜を一方につけて水捌け

ができるようにした（写真20).

0まとめ

炭焼き窯を修復したことにより，今後のセン

ターのフィールド整備において間伐材を炭焼き利

用することができるようになった．このことは里

山の循環社会を維持する上でも重要なことであり，

また文化や技術を後世に伝えていく上でも当施設

の魅力を更に高めていくことができると考える．

今後はボランティアだけでなく，一般の方にも利

用できるように努めていきたい．
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断面図 平面図

ハチ

図1．炭焼き窯の構造図

写真l．炭焼き小屋の状況(2022年11月148撮影）

写真2.間伐材及び焚物(2023年9月178撮影）

写真3.穴が開いたハチ(2023年9月17日撮影）
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写真20．炭焼き窯の完成した様子
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